
2022年度前期 数理・データサイエンス教育プログラム 

学生アンケート結果 および 自己点検・評価 

 

 

 

１．理解度、推奨度について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．難しいと感じたジャンル、意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報処理技法Ⅰ 

総合演習 

Excel操作 

1-7回の講義 

Word操作 

総合演習 

PowerPoint操作 



３．成績について（最終成績） 

 

 

 

 

 

 

 

＊受験無資格者除く（１名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.所感、改善案 

所感 

・Excelの授業に関しては、自分で考えて応用するところが多く、そうした習慣がないと難しいと思います。 

・そうした応用面では総合演習は、この授業全体では学生自身が思考するものであるもので難易度が高いもの
と思われます。大学の授業では、学習(ならう)より学修(自ら探求し学問を習得する)ことに重点を置きます。 
・情報処理技法Ⅰでの使用 PCについては事前オリエンテーションにおいて標準使用機種としてWindows PC

を指定しています。Mac使用者は、そのことを考慮して大学内の PCを使用できるかなど対策を考えておきま
しょう。 

 

 

 

 

 

 

 

平均点 84.04 

標準偏差 8.06 

中央値（〇） 86 

最小値 60 

最大値 94 

履修人数 50 名 

課題 提出率 97.4% 

成績（平均）＊100点満点換算とする 82.8点 

改善点 改善案 

Macユーザー対応について 標準使用 PCはWindows PCであることを徹底させる。 

Excel理解の困難度について Excel授業コマ数を増やす。 

  



2022年度前期 数理・データサイエンス教育プログラム 

学生アンケート結果 および 自己点検・評価 

 

 

 

１．学生アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎ゼミⅢ(Power BI) 

（昨年度：2.19） 

（昨年度：2.15） 



２．修得状況、学修成果 

 

履修人数（率） 43名（  100％） 

課題 提出率 93.5％ 

成績（平均）＊100点満点換算とする 89.5点 

定期テスト 成績（平均）＊100点満点換算とする - 

 

 

３.所感、改善案 

所感 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善点 改善案 

内容が難しい 限られたコマ数のなかで多くの項目を教授することは困難である
ことが分かりました。内容を絞り対処していきたいと思います。 

授業の進行が速い オンデマンドで事前配信した後、オンライン授業を行うよう改善
します。 

オンライン授業の問題点について 教室の様子の把握が困難であるのも問題かと思います。ビデオ会
議システムの導入を大学側に要望していきます。 
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１．アンケート結果 

 

 

 

 

 

２．修得状況、学修成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心理学統計法Ⅰ 

共分散と相関 

変数変換 

散布度 

代表値 

変数の種類 

代表値 

変数の種類 

変数変換 

共分散と相関 

散布度 



 

 最終成績点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.所感、改善案 

所感 

「共分散・相関」が最も難しいと回答している割合が昨年に引き続き最も高かった。 

→共分散、相関を計算するプロセスに困難さを感じている学生が多いと思われるため、演習問題をもう少し増
やして計算されるプロセスの理解に努めたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均点 75.79 

標準偏差 16.08 

中央値（〇） 83 

最小値 35 

最大値 98 

履修人数（率） 29名 

課題 提出率 % 

成績（平均）＊100点満点換算とする 点 

定期テスト 成績（平均）＊100点満点換算とする 75.79点 

改善点 改善案 

共分散、相関の理解が難しい 

 

演習問題を増やして実際に計算することで、算出されるプロセス
を理解する。 
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１．理解度、推奨度について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．難しいと感じたジャンル、意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

心理学統計法Ⅱ 

心理学統計法Ⅰ「共分散と相関」（選択間違い） 

「ｔ検定」 

「クロス集計」「ｔ検定」「送還係数」「正規分布と信頼区間」 
「正規分布と信頼区間」 



３．成績について（最終成績） 

 

 

 

 

 

 

 

＊受験無資格者除く（１名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.所感、改善案 

所感 

心理学統計法Ⅱは推測統計の話が中心となり、Ⅰの記述統計と比べると内容が格段に難しくなります。したが
って、毎回の出席、授業後の復習を受講生には求めてきました。自分で考えてもわからない場合は、質問する
ようにも求めてました。積極的に質問をする受講生がいる反面、わからないまま放置している受講生もいたよ
うに思います。「復習し切れなかった」との意見がありましたので、そのような場合、教員に直接質問をして
ください。わからない場合は、可能な限りわかるまで時間を割いて対応します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

平均点 73.96 

標準偏差 12.76 

中央値（〇） 73 

最小値 56 

最大値 99 

履修人数 28 名 

課題 提出率 % 

成績（平均）＊100点満点換算とする 73.96点 

改善点 改善案 
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